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 弊社は、ポンプ場やゲート設備、そして浄水場や下水処理場など、水の循環において 
 
最も必要とされる施設の調査・設計から工事監理までの業務をトータルにサポートして 
 
いる会社です。特に公共事業における各種プラント施設の機械電気設計に精通した技 
 
術者を多くかかえ、幅広くそして高度な技術提供を行っています。 

  業務概要 

 土木事業部 

 機械事業部 

 電気事業部 



  水の循環 

水道施設全体のイメージ図 

水の循環 



  浄水施設の種類と設計例の紹介 

1、井戸水を使う例・・・地下水を汲み上げる小規模な例。 

2、緩速ろ過システム・・・中・小規模に適す。 
                 日本では1950年ごろまではほとんどがこの方式。 

3、急速ろ過システム・・・大・中規模に適し、現在国内の74%がこの方式。 

4、高度処理~膜ろ過システム・・・UF膜、RO膜。 

いずれの場合も、最終段階では塩素を注入し、配水中に水が汚染され
たり、細菌が増殖したりすることを予防する。 



  井戸水 

井戸水を使う場合の例 
＜除菌、除鉄、除マンガン＞ 

（川本ポンプ アクアシリーズカタログより） 

井戸 

井戸 



  緩速ろ過と急速ろ過の比較 

（（財）水道技術研究センター「浄水技術ガイドライン2000」より） 



  緩速ろ過システム 

細かな砂の層に1日4～5mのゆっくりとした速さで水を通します。 
 
砂層中の微生物によって水の中の浮遊物、細菌、悪臭を分解、除去します。 
 



  急速ろ過システム 

短時間で浄化する方式で、浮遊物を集める凝集剤を用いて高速にろ過する方法です。 
 
緩速ろ過方式に比べ、大量の水を浄化することができます。 



  浄水場フローシート 



  浄水場平面図 



  高度処理~膜ろ過システム 

膜に原水を通し、濁りや大腸菌、クリプトスポリジウム（病原性原虫）などの不純物を取り除きます。 

水中含有物質の大きさと各種膜の分離領域 

（水処理技術の技術概要より） 



  UF膜ろ過 

（ダイセンメンブレンシステムズ㈱HPより） 



  RO膜ろ過 

（㈱アクアテクノロジーHPより） 



  膜ろ過フローシート 



  新技術の紹介 

①遠方監視制御システム 
 
  ＜従来形＞・・・ミニグラフィックパネル操作卓監視設備 
 
 
  ＜現在形＞・・・FAパソコン＋LCD監視設備 
 
  ・設備のコンパクト化 
  ・データ処理量の拡大と高速化による監視効率の向上 
  ・表示画面の多さと分かりやすさにより管理の向上 
 
 
②ネットワーク（LAN）化 
 
  ＜従来形＞・・・多数の制御線による配線のため発熱量が大きく、 
            施工性も悪かった 
 
 
  ＜現在形＞・・・複数の配線を多芯化して省配線化とコストの低減が図れる 

 
 



  遠方監視制御システム 

＜従来形＞ 
ミニグラフィックパネル操作卓監視設備 

＜現在形＞ 
FAパソコン＋LCD監視設備 



  ネットワーク（LAN)化 

＜従来形＞多数の制御線による配線 ＜現在形＞省配線化によるコスト低減 



ＵＲＬ：http://www.ace-camp.co.jp/ 


